
10

10

3

1

増減

その他

⑥－①

519

32,081

教育総務課

中学校管理費

補助

所管課

0

1,361

78

0

国 1,182

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他 450

33,433

 

 

補助単独の別

35,030

 

 

学校管理費

1,260

当初要求　②

前年度

①

33,782

事業名

一　般　会　計

教　育　費

中学校費

会計

款

項

目

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長 市長査定・最終調整

現状と
背景

電気・空調設備保安業務、浄化槽維持管理、消防設備保守点検など、中
学校施設の維持管理を行うための経費や、各校に１名配置している学校主
事の人件費などを予算化している。

施設の適切な維持管理を行うことで、生徒に快適な教育環境を提供する。

中学校は市内に３校（第一、第二、第三）ある。

事業
目的

35,143

1,260

事業
概要

449

 33,321

 

1,260

35,143

⑤(増減額)

今年度
見直し
事 項

450

33,433

▲ 69

1,352



10

10

3

1

増減

その他

⑥－①

1,760

教育総務課

中学校備品整備事業

単独

所管課

0

▲ 458

0

0

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

1,302

 

 

補助単独の別

1,302

 

 

学校管理費

当初要求　②

前年度

①

1,760

事業名

一　般　会　計

教　育　費

中学校費

会計

款

項

目

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長 市長査定・最終調整

現状と
背景

パソコン等教育活動に必要な備品を購入し、生徒への適切な学習指導を行って
いる。施設備品の購入費を予算化している。

老朽化した備品の取替えや新たに必要となった教育備品を購入すること
で、生徒により良い学習環境の場を提供する。

既存教育備品の老朽化が著しいため、学校現場からは買い換えをなどを
要望する声が大きい。

事業
目的

1,302

事業
概要

 1,302

 

1,302

⑤(増減額)

今年度
見直し
事 項

1,302

0

▲ 458



10

10

3

1

増減

その他

⑥－①

6,150

教育総務課

中学校施設整備事業

単独

所管課

0

▲ 1,360

0

0

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

4,790

 

 

補助単独の別

4,790

 

 

学校管理費

当初要求　②

前年度

①

6,150

事業名

一　般　会　計

教　育　費

中学校費

会計

款

項

目

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長 市長査定・最終調整

現状と
背景

学校施設の整備のため、工事費、修繕料を予算化している。

学校施設は、子どもたちが一日の大半を過ごす学習・生活の場であること
から、危険箇所等の工事、修繕を早急に行い、快適で十分な安全性、衛生
的な環境を確保する。

施設の老朽化が目立ち、生徒にとって危険な箇所も年々増加している。ま
た、漏水等の維持管理面についての諸問題も増加している。

事業
目的

4,790

事業
概要

 4,790

 

4,790

⑤(増減額)

今年度
見直し
事 項

4,790

0

▲ 1,360



10

10

3

1

増減

その他

⑥－①

4,000

教育総務課

中学校少人数学級実施事業

単独

所管課

0

4,000

0

0

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

8,000

 

 

補助単独の別

6,000

 

 

学校管理費

当初要求　②

前年度

①

4,000

事業名

一　般　会　計

教　育　費

中学校費

会計

款

項

目

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長 市長査定・最終調整

現状と
背景

少人数学級での授業を実施するため、鳥取県に対して協力金として、加配
教員の人件費相当１／２を支払い、新1年生を対象とした３３人学級制度を
実施する。

小学校から中学校へあがってきて不安を抱えている新一年生で３３人学級
を実施することにより、児童１人１人に教員の目が行き届き、きめ細かな対応
が可能となり、学力の向上、不登校の抑止を行う。

平成２０年度から中学校でも少人数学級に取組んでいる。環境の変化によ
り、一番不登校になりやすい１年生の生徒１人１人にきめ細やかな対応が可
能となり、実施以前と比べると生徒１人１人の落ち着きが増している。

事業
目的

8,000

事業
概要

 6,000

 

8,000

⑤(増減額)

今年度
見直し
事 項

8,000

0

4,000



10

10

3

1

増減

その他

⑥－①

3,098

教育総務課

中学校指導補助員配置事業

単独

所管課

0

3,166

0

0

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

3,132

 

 

補助単独の別

6,264

 

 

学校管理費

当初要求　②

前年度

①

3,098

事業名

一　般　会　計

教　育　費

中学校費

会計

款

項

目

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長 市長査定・最終調整

現状と
背景

学力問題や心の問題をはじめ、ＬＤ（学習障害）、ＡＤＨＤ（注意欠陥／多
動性障害）生徒等、特別な支援が必要な子どもたちに対して、各学校に2名
の指導補助員を配置する。指導補助員の人件費を予算化している

指導補助員を配置することで、特別な支援が必要な子どもたちへの個別的
な学習支援、補助が可能となる。

これまでは各中学校に１名づつ指導補助員を配置していたが、平成21年度
より緊急雇用制度を活用し、現在各校2名体制としてる。緊急雇用制度は終
了したが、学校現場からのニーズも高く、特別な支援が必要な子ども達の
数も年々増加している。

事業
目的

3,132

事業
概要

 6,264

 

6,264

⑤(増減額)

3,132

3,132

今年度
見直し
事 項

6,264

0

3,166



10

10

3

1

増減

その他

⑥－①

520,000

19,332

教育総務課

第二中学校改築事業

所管課

465,000

823,465

207,767

0

国 0

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

55,000

170,030

 

 

補助単独の別

1,817,473

 

 

学校管理費

109,692

当初要求　②

前年度

①

74,332

事業名

一　般　会　計

教　育　費

中学校費

会計

款

項

目

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長 市長査定・最終調整

現状と
背景

老朽化の著しい第二中学校（昭和32～36年建設）校舎の改築及び冷暖房
改修工事を行う。

 学校施設は児童が一日の大半を過ごす学習・生活の場であることから、校
舎の改築を実施することにより、快適で十分な安全性、衛生的な環境を実
現する。

 昭和32年から36年にかけて建設された市内で最も古い学校であり、平成19年に実施した
耐震診断でも耐震化の緊急度が一番高いと判定されている。21年度に基本構想、22年度
に改築の基本設計と土地の買収、23年度に実施設計及び拡幅分のグラウンド整備を実施
している。

事業
目的

897,797

207,767

事業
概要

 1,707,781

520,000

 

207,767

897,797

⑤(増減額)

今年度
見直し
事 項

170,030

0

150,698



10

10

3

1

増減

その他

⑥－①

443

教育総務課

中学校電話設備更新事業

所管課

0

▲ 443

0

0

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

0

 

 

補助単独の別

113

 

 

学校管理費

当初要求　②

前年度

①

443

事業名

一　般　会　計

教　育　費

中学校費

会計

款

項

目

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長 市長査定・最終調整

現状と
背景

昨年更新した中学校電話設備のリース代金を支払う。

昨年更新した小学校電話設備のリース代金を支払う。

老朽化等により通話障害が出ていた中学校電話設備を昨年７年間のリース
契約にて更新した。

事業
目的

0

事業
概要

 113

 

0

⑤(増減額)

今年度
見直し
事 項

0

0

▲ 443



10

10

3

1

増減

その他

⑥－①

181

93

教育総務課

中学校グラウンド芝生維持管理事業

補助(ｔｏｔｏ)

所管課

0

2

0

0

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他 161

115

 

 

補助単独の別

276

 

 

学校管理費

当初要求　②

前年度

①

274

事業名

一　般　会　計

教　育　費

中学校費

会計

款

項

目

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長 市長査定・最終調整

現状と
背景

第一中学校の校庭の芝生を、ＰＴＡをはじめ地域の方々を中心にボランティ
アとして維持管理していただく。維持管理に必要な肥料、芝刈り機の燃料
費および修繕費、冬芝種等の経費を予算化している。

第一中学校の校庭の芝生を、ＰＴＡをはじめ地域の方々を中心にボランテ
イアとして維持管理していただくために維持管理費として必要な肥料、芝刈
り機燃料および修繕費、冬芝種等の経費を予算化している。

平成２０年度に実施した誠道小学校の校庭芝生化を受け、第一中学校で２
２年度に芝生化を実施した。維持管理については、保護者・地域と学校・市
教委で明確に役割分担し、実施している。

事業
目的

276

事業
概要

161

 115

 

276

⑤(増減額)

今年度
見直し
事 項

161

115

▲ 20

22



10

10

3

1

増減

その他

⑥－①

2,700

0

教育総務課

第三中学校空調設備改修事業

所管課

2,700

8,012

4,927

0

国 0

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

0

385

 

 

補助単独の別

8,012

 

 

学校管理費

4,927

当初要求　②

前年度

①

0

事業名

一　般　会　計

教　育　費

中学校費

会計

款

項

目

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長 市長査定・最終調整

現状と
背景

経年により機能が低下した暖房設備を復旧するとともに冷房機能を追加す
る。

経年により機能が低下した暖房設備を復旧するとともに冷房機能を追加す
ることにより、教育環境を改善する。

現在の空調設備（暖房）は、昭和５８年に整備されており、経年劣化による
機能低下や部品の在庫も乏しく修繕も困難な現状があるため、空調設備を
改修し、暖房機能を復旧するとともに冷房機能を追加する。H24年度に実
施設計、H25年度に工事の予定。

事業
目的

8,012

4,927

事業
概要

 3,085

2,700

 

4,927

8,012

⑤(増減額)

今年度
見直し
事 項

385

0

385



10

10

3

1

増減

その他

⑥－①

0

0

教育総務課

第三中学校グラウンド防球ネット設置事業

所管課

0

2,730

0

0

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他 2,730

0

 

 

補助単独の別

2,730

 

 

学校管理費

当初要求　②

前年度

①

0

事業名

一　般　会　計

教　育　費

中学校費

会計

款

項

目

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長 市長査定・最終調整

現状と
背景

第三中学校グラウンド野球場の防球ネットの高さ、距離の延長工事。

第三中学校グラウンド野球場の防球ネットの高さ、距離を延長し、周辺住宅
や側道を走る車両への被害を防ぐ。

既設の防球ネットでは、高さが低く、距離も短いため、頻繁にグラウンド外へ
球が飛び出している。隣地の住宅、側道を走る車両にも被害が出る恐れが
あり、ＰＴＡ要望としてH20年度より設置の要望が出されている。

事業
目的

2,730

事業
概要

 2,730

 

2,730

⑤(増減額)

今年度
見直し
事 項

2,730

0

2,730

0



10

10

3

1

増減

その他

⑥－①

0

教育総務課

第二中学校体育館改修事業

所管課

0

2,266

0

0

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

2,266

 

 

補助単独の別

2,266

 

 

学校管理費

当初要求　②

前年度

①

0

事業名

一　般　会　計

教　育　費

中学校費

会計

款

項

目

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長 市長査定・最終調整

現状と
背景

第二中学校体育館の老朽化に伴う改修工事

第二中学校体育館の老朽化に伴う改修工事

第二中学校体育館が老朽化しており、改築工事と合わせて体育館の屋上
防水、外壁改修、床面改修工事を行う。

事業
目的

2,266

事業
概要

 2,266

 

2,266

⑤(増減額)

今年度
見直し
事 項

2,266

0

2,266



10

10

3

1

増減

その他

⑥－①

0

教育総務課

第二中学校校舎解体事業

所管課

0

6,997

0

0

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

6,997

 

 

補助単独の別

0

 

 

学校管理費

当初要求　②

前年度

①

0

事業名

一　般　会　計

教　育　費

中学校費

会計

款

項

目

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長 市長査定・最終調整

現状と
背景

第二中学校改築事業に伴い、新校舎建設後に既存校舎を解体・撤去す
る。

第二中学校改築事業に伴い、新校舎建設後に既存校舎を解体・撤去す
る。解体・撤去跡地にはテニスコート、駐車場等を整備し、教育環境を充実
させる。

Ｈ２４：設計

Ｈ２５：工事

事業
目的

6,997

事業
概要

 0

 

6,997

⑤(増減額)

今年度
見直し
事 項

6,997

0

6,997


